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多 摩 セ ン タ ー

多摩センターとは？

①はじめに

１

Area Information

新 宿
S h i n j u k u

多 摩 市
T a m a c i t y

2 9 m i n

東 京 都 多 摩 市

多 機 能 型 都 市 を め ざ し た 、
多 摩 ニ ュ ー タ ウ ン の 中 心 部

・多摩センターの由来は「多摩ニュータウン」の中心
・東京都の人口増大に伴う住宅難の解消を目的とした

ベットタウン
・都心からのアクセスが良い、職住近接の

多機能複合型都市
・駅の周辺は新築マンションも立地され 3 0 ～ 4 0 代の

ファミリーが多い
・駅から少し離れると 1 9 8 0 年代立地の団地があり、

高齢化が進んでいる。

高度成長期の住宅問題解決のため、多摩ニュータウンの中心部として開発された

鉄道３線、商業・文化施設が立ち並ぶ、多機能都市です。
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多摩センターエリアのスポット

①はじめに

２

Area Information

多摩センターエリアには
様々なスポットが！

・中央図書館などの公共施設

・映画館などの商業施設や宿泊施設

・KDDI MUSEUMなどのミュージアム

・長谷工コーポレーションなどの研究施設

公共施設をはじめ、商業・レジャー・文化施
設が集まり、多くの来街者が訪れる街です。



多摩センターエリアのイベント

①はじめに

３

Area Information

多摩センターエリアで
開催される四季折々のイベント！

多摩センターパルテノン大通りでは、地域の活性化団体による四季折々
のイベントや、手作りクラフト用品などのマルシェが開催され、賑わい
の創出につながっています。



 

 

多摩センターの今

①はじめに

多摩センターエリアの
リニューアル！

“多摩センター”は、多摩ニュータウンの中心
のまちとして40年以上が経過し、施設や公園
のリニューアルが行われています。

令和４年度、パルテノン多摩のリニューアル
オープンを皮切りに、令和５年度は多摩市立
中央図書館、令和６年度は、多摩中央公園が
リニューアル予定となっています。

Area Information

多摩中央公園
リニューアル

令和

6
年度

４

パルテノン多摩
グランドオープン

令和

４
年度

中央図書館新設

令和

５
年度



変化が続く多摩センター

多摩センターのこれから

①はじめに

概要版

・都市計画の転換期（人口減少、高齢化、建物の老朽化）

・新型コロナウイルス感染症の影響
→東京2020延期、大型イベントの中止・縮小、就業者数の減少

・京王プラザホテル多摩の閉館（令和5年1月）

分野ごとの「Yes or No」を積み上げただけでは解決しきれない「正解のない問題」が残ってきている

例えば、

「パルテノン大通りを

どうしようか？」

を考えても・・・・

マルシェの時に座る
場所があるといいのに。で
も、ちょっと木が茂りすぎ
てて鳥の糞とか、
気になるなー。

大通りもずいぶん傷んでいる
しあぶないな。クスノキやレ
ンガの道も残してほしい。
それに、坂道はつらいなー。

パ
ル
テ
ノ
ン
大
通
り

少子高齢化

気候変動

新型コロナ
ウイルス

木の成長限界

破損、劣化

見通しが悪いので
木を切ってほしい

自然災害

デジタル化

人の分散

商業施設

来訪者

住民

５

Area Information



「まちづくり」から「まちづかい」へ

①はじめに
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概要版

開発から数十年が経過し使われない空間

（スペース）も生まれている

まちづくり

SHIFT

まちづかい

なにをつくればいい？
なにをなおせばいいかな？

こんなふうにつかいたい！
使いたい人に応える！

“How to built?”→“How to use?”

「まちの価値」の維持・向上には、今までの課題対応型（フォアキャスティング）から

目指す未来の都市像を描くビジョン型（バックキャスティング）が必要。

→まずは「まちの声」を収集することからスタート

＜多摩センター三角広場＞

６

10年～20年後を見据え、今ある遊歩道や施設を

誰が、どのよう使い、どのように過ごしたいか？

＜多摩センター三角広場＞
パークライブラリー



まちの価値を高めるソリューションを！

②ねらい

概要版

こんなことがしたい つかってほしい

住んでいる人
働いている人
通学する人
訪れる人

多摩市
地元民間事業者
地域企画運営事業者
地域団体
建物や施設

つなぐ！

タマリズム
プロジェク

ト

空間や施設の利活用、企業や団体との連携などを通して、街
をつかう人たちへ向けた、新しい価値をつくりだし、街の価値
を高めるソリューションを提案してください！
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③問題と課題
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概要版

多摩センターの問題は！

①2025年問題

・人口減少

・都心回帰

・高齢化

８

②都市基盤の劣化

・公共施設の老朽化

・道路の老朽化

③多摩センター地区

の発展維持

・商業施設の流出

・宿泊施設の流出

・業務施設の流出

多摩ニュータウンの
開発から45 年以上
が経過し、多くの自
治体でも同様の問題
を抱えています。
今後は、豊かな緑な
ど多摩ニュータウン
の持つ強みを最大限
に生かし、多様な人
材に協力いただきな
がら、多様化する居
住者や企業のニーズ
に応えていくことが
必要です。

＜多くの自治体でも＞



③問題と課題

多摩センターの課題は２つ！

９

①回遊性の向上

（・・・あまり）
使われていない施設
使われていない場所
がある！

②新しい価値の創造

（・・・実は）
こんな通信技術
こんな音響機材
こんな宿泊施設
を持っている！

魅力のある土地利
用や、パルテノン
大通り、多摩中央
公園の緑空間、景
観の利用、オープ
ンスペースの活用
等のほか、ペデス
トリアンデッキを
市民の交流や活動
など、通行以外の
目的にも利用でき
るようにすること
などを目指してい
ます！

事業実装化にむけ
進めていくには、
主体者さんを見つ
け、収益性と持続
性を考えながら、
主体的に持続的に
実施していただく
仕組みづくりが必
要だと考えていま
す！

＜多摩センターでは＞ ＜多摩センターでは＞



将来の可能性をさぐるチャレンジ

④取り組み実績

概要版
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座りやすい
階段
雰 囲 気 ？
素 材 ？

テーブル・イス
が使える
（ 常 設 ？ ）

火や電飾で

夜の光

多摩センター未来デザイン検討
委員会（仮称）が主催した、
「まちづかい社会実験“火を囲
もう” 」
公共空間にはさまざまな規制が
あるなか、将来的に実施できる
可能性をさぐるため公園で行っ
たチャレンジです。

公園の次は道路でできないかと
第2回“火を囲もう”を実施。
いつも通勤、通学で通る人や、
お買い物で来ていた人が、様子
のちがう空間に驚き ,楽しんで
くれました。

第2回には、ウインナーを持参
してくれたかたも。

イ ベ ン ト 企 画 時 に 作 成 し た イ メ ー ジ 図 （ 案 ）

「まちづかい社会実験“火を囲もう”」



学生が主体となり実施した企画

④取り組み実績

概要版
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多摩大学附属聖ヶ丘高校の先生
と生徒の「多摩センターで期末
テストをやってみたい」という
声から実現した「パルテノン大
通り期末テスト」

「地域探究学習 」で「多摩市
フィールドワーク～課題発見編
～」で取り組んだ探究の成果を
パルテノン大通りで通行中の皆
さんにプレゼンし、評価しても
らいました。

街を行く多くの人が足を止め、
高校生のプレゼンに耳を傾けて
くれました。

多摩大学附属聖ヶ丘高校 「 パル テ ノ ン大通り期末考査 」
イ ベ ン ト 企画時に作成 した イ メージ図 （ 案 ）

まちの人と
会話
雰 囲 気 ？

テーブル・イス
が使える
（ 常 設 ？ ）

備品設置
持ち込み？

「パルテノン大通り期末テスト」



事業者主体の「やりたい」の声として実現した企画

概要版

④取り組み実績
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「シクロポリタンin多摩センター」

「やりたい」と「行政戦略」が
マッチング

シ ク ロ ポ リ タ ン （ 小 型 モ ビ リ
ティ）を持つスタートアップ事業
者さんと回遊性を高めたい市が協
力して

「まちの回遊性を高め、まちの新
たな価値創出のソリューション」
として実証実験を実施。

自動アシスト付き三輪タクシー
「シクロポリタン」を活用し、
「事業者」のやりたいと「行政課
題」のマッチングの可能性を探る
社会実験をすすめました。



「まちづかい」と「まちづくり」が循環し続けるまちを目指して

④おわりに

概要版
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新しい価値の創出のために、「やりたい」

と思う気持ちの起こりとその気持ちを後押

しする、「まちづかい」と「まちづくり」

が循環し続けることが必要です。

タマリズムプロジェクトを通して、『主体

者となる地域の人々が、地域の資源を用い

て、地域のために活動する取り組み』を提

案していただき、主体者や利用者となる

人々に場所への愛着が芽生え、過ごしたい

居場所は「自ら獲得し育むもの」だという

意識の転換が起きれば、人口減少や行政の

財政持続の問題など、日本の都市を取り巻

く問題において、地域の社会関係資本を活

用し、強化することにもつながる持続可能

なアプローチだと考えています。

＜居場所を自ら育む＞


